研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑２階介護Ｂグループ　　　　　　職　種　介護福祉士　氏　名　　江刺家　順子

	期　　間　　平成　２８　年　２月　１０日　

	出張目的　高齢者虐待防止研修会参加のため

	出 張 先　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


○高齢者虐待の要因
　①介護ストレス
　　→地域や家庭での孤立、認知症の理解
　②介護者の心身の影響
　　→適切な介護サービスの利用
　③認知症の症状
　　→認知症の対応ができる
④高齢期の貧困問題（経済的問題）
　→地域や家庭での孤立
⑤それまでの人間関係
　→高齢者虐待とは何かを知る
○高齢者虐待の5類型
・高齢者虐待防止法が示す5つの類型・・・身体的虐待・心理的虐待・経済的虐待・性的虐待
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護・世話の放棄・放任（ネグレクト）
○高齢者虐待とは何か？
　目的（高齢者虐待防止法第1条より）
　　この法律は、高齢者に対する虐待が深刻な状況にあり、高齢者の尊厳の保持にとって降雨零社に対する虐待を防止することが極めて重要であることにかんがみ、「高齢者虐待の防止等に関する国の責務」、「高齢者虐待を受けた高齢者に対する保護のための措置」、「養護者の負担の軽減を図ること等の養護者に対する養護者による高齢者虐待防止に資する支援のための措置」等を定めることにより、高齢者虐待の防止、養護者に対する支援等に関する施策を促進し、もって高齢者の権利利益の擁護に資することを目的とする。　

※高齢者とは＝要介護者・・・65歳以上の人すべて
※養護者とは・・・高齢者を現に介護する人（家族、親族、近隣の人等すべて）
○尊厳とは
　「人格に備わる、何者に優先し、他のもので取って替わることのできない絶対的な価値」
　⇒年齢、認知症であるかないかは関係ない
　人が単なる手段や目的としてモノ扱いされた時、人は尊厳を侵害される。
○虐待かどうか迷う場合の判断の目安
　①高齢者本人の意思と様子
　・以前の様子と比較してどうなのか
　・助けを求めている、おびえている、衰弱している
　②一定期間継続してその行為が行われている疑いがある
　・一度だけではなく複数をその行為がみられる
　・長期間にわたりその状況が続いている
　③第三者の介入が必要
　・認知症、要介護状態で本人の意思疎通ができない
　・養護者（家族等）の介護する能力に問題がある
　⇒上記の内容は高齢者虐待の疑いがある為、地域包括支援センターに相談する。
○認知症とは何か？
　①視覚の変化・・・視力の低下、視野の変化、順応の変化
　②聴覚の変化・・・高、中、低音域の低下。音の定位の問題
　③嗅覚の変化・・・女性の成績良い。60歳以降低下。個人差が大きく体調でも異なる
　④触覚の変化・・・皮膚感覚は低下、感覚は鈍化するが個人差が大きい
　⑤味覚の変化・・・混ぜ合わせた食品内容の特定は難しい
○記憶障害とその対応
　内容による分類・・・エピソード記憶、意味記憶、手続き記憶
　質による分類・・・具体的な記憶、情動的な記憶
　※根気よりも手がかりと転換を考える。
○認知症の症状
　・見当識障害
　　「時間」→「場所」→「人物」昼夜逆転
　　　自発書字→漢字→ひらがな→単語→50音→数字→写字
　・実行機能障害（理解判断）
　　計画したりや2つ以上のことを同時に行うことができない
　　段取りの悪さ
　・失行・失認・失語
　　何かわからない（物体失認）、使い方が分からない（失行）、手にしても使えない（運動失行）
　　その場面にふさわしい対応ができない⇒言葉が出ない
　　連続する動作は苦手になる
　・感情表現の変化
　　周囲の対応によって感情が抑えきれない、変わりやすい
○地域や家庭での孤立を防ぐ
　①認知症に理解ある地域・・・見守る姿勢を示す
　②家族介護者を支える地域・・・声掛けをする（声掛けしやすい地域づくり）
　③地域のネットワーク（専門職とのつながり）・・・ＳＯＳネットワーク、早期発見（受診）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早期診断　　　　　　
○介護が虐待にならないために
　●専門職からの働きかけと信頼関係の構築
　　①認知症の知識を初期から学ぶ場がある
　　②サービス利用につなげる
　　③専門職の支援者・助言者とのつながり
　●地域での交流の場を作る
　　④地域とのつながりの場がある
　　⑤感情を吐露する場面がある
　●就労、公的補助、行政、保健機関との連携
　　⑥経済的問題を解決する
○考察
　この研修に参加して「虐待」「認知症」の二つについて合わせて学ぶことができた。
「虐待」とは日頃のニュースでよく聞く言葉で施設や自宅で介護者が要介護者に手を上げたり食事を与えなかったというケース多々みられその度に心が痛い。虐待はあってはならないものだが、しかし虐待になるにはその背景や理由がある事が確かだ。自宅で一対一で介護していると疲労や孤立感が出てしまい虐待に繋がってしまうという事もある。そうならない為には介護について相談できる場所をみつけたり、話し相手、また介護者が気分転換ができる居場所を見つける事が大切だと学んだ。
施設における虐待とは何かと考えると大きく暴力や身体拘束の二つがあげられる。身体拘束は経管栄養の方に使用しているミトンであったり、転倒防止の為の車椅子安全ベルトがある。これは緊急性や一時性、非代替性があるが本当は利用者の自由な行動を阻止している為あってはならないと思う。しかし、この二つだけではない。利用者をモノ扱いをする言葉遣いや、羞恥心を考えない入浴や排泄介助、餌付けのような一方的な食事介助、行動範囲を制限する事、他にも介助全てにおいて車椅子の押し方でさえも適切な介助でなければ虐待に繋がると思う。今一度、介護福祉士として自分の介助の仕方が適切かどうか振り返り考え直していかなければならないと思う。
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